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1 構 成 員
平成20年3月31日現在

教授  2人

准教授 0人

講師（うち病院籍） 1人 （　0人）

助教（うち病院籍） 2人 （　0人）

助手（うち病院籍） 0人 （　0人）

特任教員（特任教授，特任准教授，特任助教を含む） 0人

医員 0人

研修医 0人

特任研究員 0人

大学院学生（うち他講座から） 11人 （　0人）

研究生 0人

外国人客員研究員 0人

技術職員（教務職員を含む） 0人

その他（技術補佐員等） 0人

合　　　　　　　計 16人

2　教員の異動状況
巽　あさみ（教授）（H16. 4. 21～H17. 10. 15助教授；H17. 10. 16～現職）

三輪眞知子（教授）（H17. 5. 1～H20. 3. 31退職）

中谷　芳美（講師）（H13. 9. 1～H20. 3. 31退職）

菊地　慶子（助教）（H19. 4. 1～現職）

江口　晶子（助教）（H19. 4. 1～H20. 3. 31退職）

3　研究業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　数字は小数2位まで。
平成19年度

（1）原著論文数（うち邦文のもの） 　　　　　　　　　　　0編 （　0編）

そのインパクトファクターの合計 0

（2）論文形式のプロシーディングズ数 　　　　　　　　　　　3編

（3）総説数（うち邦文のもの） 　　　　　　　　　　　0編 （　0編）

そのインパクトファクターの合計 0

（4）著書数（うち邦文のもの） 　　　　　　　　　　　2編 （　0編）

（5）症例報告数（うち邦文のもの） 　　　　　　　　　　　0編 （　0編）

そのインパクトファクターの合計 0

地域看護学
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（2）論文形式のプロシーディングズ
Ｂ．筆頭著者が浜松医科大学の他教室に所属し，共著者が当該教室に所属していたもの（学内の共

同研究）

1．尾島俊之，堀口逸子，岩室紳也，福永一郎，鳩野洋子，早坂信哉，三輪眞知子 ：地域におけ

る健康危機管理におけるボランティア等による支援体制に関する研究　平成19年度厚生労働

科学研究費補助金　地域健康危機管理研究事業　総括研究報告書，2008年3月

Ｃ．筆頭著者が浜松医科大学以外の教室に所属し，共著者が当該教室に所属していたもの

1．下光輝一，小田切優子，大谷由美子，林俊夫，廣瀬俊雄，巽あさみ，寺内清高，亀ｹ谷律子，

高宮朋子，井上茂，石井香織，内山綾子，寺内清高，広瀬俊雄他：職業性ストレス簡易調査

票及び労働者疲労蓄積度自己診断チェックリストの職種に応じた活用法に関する研究　厚生

労働科学研究費補助金（労働安全衛生総合研究事業）研究報告書，2008年3月

2．金子仁子，標美奈子，増田真也，加藤敦子，松坂由香利，三輪眞知子，江口晶子，岩清水伴

美，渡邊輝美，玉水里美，中島健一郎：保健師活動における乳幼児の虐待発生予防のための

方策に関する研究　平成19年度厚生労働科学研究費補助金　政策科学総合研究事業（政策科

学推進研究事業）総括・分担研究報告書，2008年3月

（4）著 書
Ｃ．筆頭著者が浜松医科大学以外の教室に所属し，共著者が当該教室に所属していたもの

1．佐々木美佐子，牛尾裕子，岩佐真也，佐藤紀子，山田洋子，松田正巳，深江久代，三輪眞知

子，奥野ひろみ，鈴木千智，小川亜矢，渡邉輝美，中谷芳美，松下裕子，他：2008年度版保

健師国家試験問題－解答と解説－．医学書院看護出版部編（三輪は地域看護学Ⅲ・地域看護

学Ⅳ，「在宅ケア・在宅看護｣「災害看護」の覚えておきたい重要事項を担当），医学書院，

2007年6月

2．松田正己，中谷芳美，久保田君枝，奥野ひろみ，深江久代，松田正己，三輪眞知子，鈴木千

智，渡邊輝美，櫻井尚子，中島沙織，熊倉みつ子，岡本玲子，今福恵子：標準保健師講座 3

　対象別地域看護活動，医学書院，2008年 2 月（三輪は「難病保健指導」を担当）

4 特許等の出願状況
平成19年度

特許取得数（出願中含む） 　　　　　　　　　　　0件

5 医学研究費取得状況
平成19年度

（1）文部科学省科学研究費 2件 （156万円）

（2）厚生科学研究費 0件 （   0万円）

（3）他政府機関による研究助成 0件 （   0万円）

（4）財団助成金 0件 （   0万円）
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（5）受託研究または共同研究 0件 （   0万円）

（6）奨学寄附金その他（民間より） 0件 （   0万円）

（1）文部科学省科学研究費

三輪眞知子（代表者）基盤研究（C）一般　子ども虐待を未然に防ぐ予防的家庭訪問プログラム

の開発に関する研究　91万円（継続）

巽　あさみ（代表者）基盤研究（C）一般　女性労働者が健康に働き続けられるための職場支援

システム開発に関する研究　平成17年度～平成20年度（390万円，内平成19

年度は65万円）

7 学会活動
国際学会 国内学会

（1）特別講演・招待講演回数 0件 0件

（2）シンポジウム発表数 0件 0件

（3）学会座長回数 1件 0件

（4）学会開催回数 0件 1件

（5）学会役員等回数 0件  0件

（6）一般演題発表数 3件

（1）国際学会等開催・参加

4）国際学会・会議等での座長

Tatsumi, A.,1st Asia Conference on Occupational Health Nursing, Tokyo, 2008. 2.24

5）一般発表

口頭発表

1．Hiruta, S., Shimaoka, M., Tatsumi, A., Ono, Y., Imaeda, T., Iida, T., Hori, F.: Health status

and working conditions among caregivers and nurses coworking in elderly-care facilities,

Sixth International Scientific Conference on Prevention of Work-Related Musculoskeletal

Disorders. 2007. 27-30 August. Boston（ USA）

ポスター発表

1．Toshiyuki Ojima, Shinya Hayasaka, Chiyoe Murata,Tatsuya Noda, Tomoko Haraoka,

Machiko Miwa,Itsuko Horiguchi,Yoko Hatono,Ichiro Fukunaga,Shinya Iwamuro: Health

crisis response by non-professional volunteers,第39回APACPH（Asian-Pacific Consortium

for Public Health）国際会議, 埼玉県板戸市 2007. 11. 22-25（Abstract  Book p211）

2．Toshiyuki Ojima, Shinya Hayasaka, Chiyoe Murata,Tatsuya Noda, Yosuke Shibata, Machiko

Miwa Takeshi Hashitani,Ichiro Fukunaga: Descriptive Study of Volunteer Disaster Re-

sponse for the Chuetsu Earthquake in Japan, Australasian Epidemiologist 2007;14:57-58

（2）国内学会の開催・参加
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1）主催した学会名

三輪眞知子　「看護と社会」研究全国集会   平成19年12月 2 日

（3）役職についている国際・国内学会名とその役割

巽　あさみ　日本産業衛生学会　代議員

巽　あさみ　日本産業衛生学会　東海地方会理事

巽　あさみ　東海公衆衛生学会　理事

巽　あさみ　日本看護医療学会　査読委員

巽　あさみ　日本産業ストレス学会　編集幹事

8　学術雑誌の編集への貢献
国　内 外　国

学術雑誌編集数（レフリー数は除く） 　　　　　　　0件 0件

9 共同研究の実施状況
平成19年度

（1）国際共同研究 　　　　　　　　　　　0件

（2）国内共同研究 　　　　　　　　　　　3件

（3）学内共同研究 　　　　　　　　　　　0件

（2）国内共同研究

1．巽　あさみ，安田孝子，白石知子（愛知県立看護大学），野原理子（東京女子医科大学），女

性労働者が健康に働き続けられるための職場支援システム開発に関する研究　

2．下位香代子（静岡県立大学），巽あさみ，坪井宏仁（三重大学），中山勉，大橋典男，小林公

子，熊澤茂則，榊原啓之，鈴木敦美，濱本怜子（静岡県立大学），社会的ストレスにより変化

する遺伝子マーカーおよび生化学的マーカーの評価系の構築とそれを利用した生体機能回復

食品の開発

3．巽　あさみ，鎌田隆（静岡産業保健推進センター），秋山泉（東レ），住吉健一（旭化成），青

山京子（聖隷福祉事業団），派遣労働者等多様化する労働者の健康管理の実態とニーズに関す

る研究

10　産学共同研究
平成19年度

産学共同研究 0件




